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37 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 2 3 1
8 25 20 43 3 6 8 10 27 37 13 11 8 5

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 1 1 3 0 0 2 2 1 3 1 0 1 0
5 0 3 4 2 4 2 2 4 0 2 2 1 0 0 0
7 * 0 0 3 10 0 1 3 3 5 8 2 3 2 1
11 * 4 8 3 8 0 0 2 0 4 4 2 6 2 0
21 * 0 0 2 5 0 0 0 2 4 6 1 2 0 0
22 0 0 2 0 1 0 0 0 0 1 1 1 4 0 0
28 0 1 7 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0
31 * 0 0 4 7 1 2 2 3 6 9 2 0 2 0
34 * 0 6 2 6 0 0 3 0 3 3 1 1 1 0
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１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.09.18
同志社大学開始時間 10:00

会　　場 大阪体育大学(第6体育館)

2016年度関西学生バスケットボールリーグ戦

同志社大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点2 勝ち点0

試合ＮＯ 141

67 61

敗チーム

関西大学

男子

戦評
【総括】関西学生バスケットボール1部リーグ戦、1次リーグも最終戦をむかえ、ここまで全敗と何としてでも1勝はものにし
たい関西大学と、接戦はするもののこれまで1勝と厳しい戦いを強いられている同志社大学との熾烈な戦いとなった。序
盤、関西大は同志社に2桁のリードを許すものの一度は同点とし、拮抗した勝負が続くかと思われた。しかし中盤から同
志社#14岩坪のオフェンスが爆発し、第2ピリオドだけで11得点の活躍と再度関西大を引き離す。するとそこからは、や
や危ない場面もあったものの安定した強さで逆転を許さなかった同志社が次につながる大事な1勝をものにした。

【第1ピリオド】試合開始、同志社#7古村がベースライン際のドライブから得点を取るが、対する関西大はなかなかオフェ
ンスの調子が上がらない。関西大はディフェンスでも開始早々ファウルをためてしまい、本来のディフェンスが出来なく
なる。同志社はファウルのおかげで緩んだ相手の隙を見逃さず、#6柳原を中心に14-3のランを見せ、たまらず関西大
はタイムアウトを取る。その後からは関西大も本来の調子を取り戻し、大量にリードされていた点差を2点差まで縮め16-
14の同志社リードで第1ピリオド終了。

【第2ピリオド】開始早々、関西大#7河野が仲間の鮮やかなパスワークからミドルシュートをきっちりと決め、スコアを振り
出しに戻す。しかし同志社も#14岩坪の3Pシュートなどで再度引き離しにかかる。そこからはお互いに点を取り合う拮抗
した展開が続いたが、同志社#14岩坪にもう1本の3Pシュートを許してしまい、関西大はタイムアウトを使い流れを変えよ
うと試みる。しかしタイムアウト明け一発目からターンオーバーからの3Pシュートを許すなど流れを変えることの出来ない
関西大が劣勢のまま32-24で前半を折り返した。

【第3ピリオド】開始から関西大は1-3-1ゾーンディフェンスを展開し勝負を仕掛ける。すると同志社にミスが出始め、そこ
からの速攻などで点差を徐々に縮める。しかしこうして少しずつ縮めた点差も同志社#6柳原の2本の3Pシュートでまた
離され、このまま同志社リードで終わるのかと思われたが、関西大#11森田がこのピリオドだけで3本の3Pシュートを決め
るなどまだまだ勝負はわからない。最後同志社#14岩坪のブザービート3Pシュートがあったもののその差を5点とし同志
社リードの50-45で第3ピリオド終了。

【第4ピリオド】何としてでも追い上げたい関西大であったが開始早々、自らのミスなどで速攻に繋げられ簡単に得点され
てしまい点差を離されてしまう。厳しいディフェンスで相手のボールを奪ったとしても、ボールが手につかず相手に速攻
を許す不運な展開などもあり関西大はきびしい状況に立たされる。そこに止めを刺すかの如く同志社#6柳原の3P
シュートが決まり、その点差を保ったまま67-61で同志社にふたつめの白星が上がった。

主審

関西学生バスケットボール連盟

磯田　恒（大体大）戦評川島　司 副審 小畑　治


